
頁 取組 担当部課 現況と課題等 H16 H17 H18 H19～Ｈ21 H22～Ｈ25 H17結果 進捗状況 達成見通し
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ

33
昆虫や、小魚などのすめる
池、小山なども配すること
を検討します。

公園緑地
課

池：大野極楽寺公園、浅井山公園、萬葉公園、浅野公園、猿海道調整
池緑地など
小山：大野極楽寺公園、光明寺公園、梅ヶ枝公園、鉄道高架記念緑
道、萩原南緑地、奥町公園など
伝法寺中央公園、印田調整池でビオトープ整備を計画している。

ワークショップ
で公園整備計画
を策定

萬葉公園の池、
鉄道高架記念緑
道の小山の整備

継続実施
萬葉公園の池、鉄道
高架記念緑道の小山
の整備

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

33
市民（入場者）参画型で、
小学生などの体験学習の場
となるよう配慮します。

公園緑地
課

大野極楽寺公園野鳥園で一宮平成ホタルの会（子供班含む）が水辺環
境づくりを進める等、市民参加型の体験学習の場となっている。

継続実施 継続実施 継続実施 目標通り実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

33

既存公園についても、同様
に環境に関したテーマを持
たせることを併せて考えて
いきます。

公園緑地
課

大野極楽寺公園の河畔林、浅井山公園の温故井池、萬葉公園の黒松林
等の環境資源を保全している。

継続実施 継続実施 継続実施 目標通り実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

33

連区内の小学生や高齢者を
はじめとして、参加希望者
を募り、ワークショップ方
式を導入することで、その
地域に必要とされる共同参
加型の市民公園づくりをめ
ざします。

公園緑地
課

ワークショップで公園整備計画を策定した。
平成13年度：西大門公園、寺跡公園
平成14年度：大塚史跡公園
平成15年度：伝法寺中央公園、東畑公園
平成16年度：念佛公園

継続実施 整備計画なし 継続実施 未実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

33

連区内の小学生や高齢者を
はじめとして、参加希望者
を募り、ワークショップ方
式を導入することで、その
地域に必要とされる共同参
加型の市民公園づくりをめ
ざします。

施設管理
課

エコハウス138第2期事業
平成15年度：市民参加型のワークショップ方式によりビオトープ整備
の基本構想を策定した。
平成16年度：市民参加型のワークショップ方式によりビオトープ整備
の基本設計を策定した。
平成17年度：実施設計を行い、引き続き、建設工事に着手し、ビオ
トープが完成した。

基本構想を具体
的なプランにす
るため基本設計
を作成する。

実施設計に引き
続き建設工事に
着手する。

実施設計に基づき建
設工事に着手しビオ
トープが完成した。

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

35

市民が水と親しむことので
きる場所や機会の提供の拡
充に努めます。一宮・稲沢
地区農村振興基本計画に基
づき、水辺空間を活用した
緑道や親水施設などの整備

治水課
国営農地防災事業・県営地域用水環境整備事業など親水護岸・親水施
設整備について国・県と調整中

継続実施

国営農地防災事
業（大江排水路
改修）一宮市内
着手

国営農地防災事
業（大江排水路
改修）継続施工

継続実施

県営地域用水環
境整備事業「大
江川地区」一宮
市内着手

国営農地防災事業
（大江排水路改修）
一宮市内着手

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

35
市民が水と親しむことので
きる場所や機会の提供の拡
充に努めます。

地域ふれ
あい課

該当事業なし 　 　 　 　

35

生活する上で欠かせない水
資源の確保と、潤いのある
美しい水辺環境の創造に関
する「水辺環境整備基本構
想」を策定する必要がある
ため、その策定に努めま
す。また、一宮・稲沢地区
農村振興基本計画に基づ
き、水辺空間（水路上部）
を活用した緑道や親水施設
などの整備をします。

公園緑地
課

平成15年度末で5路線3,238mの緑道を整備済。
総合計画期間（13～22年度）で5路線2,870mを整備する。

神山緑道　77m 当初計画なし
毛受緑道　240m
尾西緑道　110m

H19
毛受緑道
150m
奥町緑道
180m
鉄道高架記念緑
道360m
尾西緑道
140m

継続実施
H22事業完了予定

毛受緑道設計委託実
施
鉄道高架記念緑道
360ｍ

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

35

生活する上で欠かせない水
資源の確保と、潤いのある
美しい水辺環境の創造に関
する「水辺環境整備基本構
想」を策定する必要がある
ため、その策定に努めま

治水課 該当事業なし 　 　 　 　 　 　 　

35

国・県が管理している河川
については、「多自然型川
づくり」による河川改修整
備の実現に向け、関係機関
に強く要望していきます。

治水課 該当事業なし 　 　 　 　 　 　

35

緑地などを増やすことや雨
水浸透桝の普及、透水性舗
装路線の拡大により、地下
水のかん養機能の向上をめ
ざします。

公園緑地
課

浸水被害の軽減を図るため、公園に雨水貯留施設を整備している。
大平島公園
290㎥貯留

三ツ井公園
290㎥貯留
薬師公園
120㎥貯留

目標通り実施
計画完了

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

行政環境関連施策(第二節）
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行政環境関連施策(第二節）

35

緑地などを増やすことや雨
水浸透桝の普及、透水性舗
装路線の拡大により、地下
水のかん養機能の向上をめ
ざします。

治水課
浸水被害の軽減を図るため、雨水貯留施設･浸透施設整備費の補助を
行っている。

浄化槽転用貯留
槽：15件
雨水タンク
：25件
浸透桝：10基
透水性舗装：
2,000㎡

浄化槽転用貯留
槽：25件
雨水タンク
：25件
浸透桝：10基
透水性舗装：
2,000㎡

浄化槽転用貯留
槽：50件
雨水タンク
：25件
浸透桝：10基
透水性舗装：600
㎡

継続実施 継続実施

浄化槽転用貯留槽
90件
雨水タンク：33件
浸透桝：     3基
透水性舗装： 3件
(747㎡）

Ａ　計画
以上

Ｂ　予定通
り

35

緑地などを増やすことや雨
水浸透桝の普及、透水性舗
装路線の拡大により、地下
水のかん養機能の向上をめ
ざします。

道路課 緑地の増加や透水性舗装を推進している。

ひまわり公園調
整池緑地

透水性舗装
冨田一宮線
2,300㎡

ひまわり公園調
整池緑地
　1,400㎡
透水性舗装
濃尾大橋線
900㎡

透水性舗装
濃尾大橋線　700
㎡

透水性舗装
岩倉街道線
2,000㎡

ひまわり公園調整池
緑地
1,400㎡
透水性舗装
濃尾大橋線
961㎡
ひまわり公園緑地
258㎡

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

35
水源地の水質監視に努め、
地下水位の監視を継続して
いきます。

環境保全
課

市内の県地盤沈下観測井及び他の井戸等で地下水位を観測している。

県地盤沈下観測
井
　月2回1地点
その他

県地盤沈下観測
井
　月2回3地点
その他

県地盤沈下観測
井
　月2回3地点
その他

継続実施 継続実施

県地盤沈下観測井
　月2回3地点
その他
　月1回24地点

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

35
水源地の水質監視に努め、
地下水位の監視を継続して
いきます。

上水道整
備課

月1回伏流水検査にあわせて、伏流水に影響を及ぼす可能性のある表
流水の水質検査を行っている。
基準項目の他にも大野2号井について年1回水質管理目標設定項目（農
薬類を含む）の検査を実施

継続実施 継続実施 継続実施
伏流水7ケ所、表流
水3ケ所の検査を毎
月実施

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

35

木曽川の上下流域の交流を
通じて、水資源の保全環境
を見てもらい、緑の保全に
関心を持っていただきま

公園緑地
課

リバーサイドフェスティバル運営協議会で毎年8月に木曽川上下流域
交流会を実施している。

親子木曽川源流
探検隊
1回　親子30組

継続実施
1回　35組

継続実施
1回　40組

8月6日実施
親子49組　151名

Ａ　計画
以上

Ｂ　予定通
り

37

ひもを付けての犬の散歩を
するなど、ペットを飼うと
きのマナーアップを呼びか
けます。

清掃対策
課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　

37
飼い主を明確にするため、
犬の首に連絡先の記入した
プレートの着用を推奨しま

清掃対策
課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　

37
狂犬病の予防接種を必ず受
けてもらえるように呼びか
けます。

健康づく
り課

平成17年度、集合注射通知書の発行　23,000件、同督促状の発行（11
月）　5,583件、平成17年度注射済票交付件数　19,142件。
健康ひろばに集合注射日程や啓発の記事を、広報に啓発記事を掲載し
ている。

広報啓発　2回
健康ひろば１回

広報啓発　１回
健康ひろば２回

継続実施 目標通り実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

37
飼えなくなったペットなど
の処理方法、持ち込み先の
確保を図ります。

清掃対策
課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　

37

町内会などとの連携による
通報体制の構築、看板など
による啓発活動を行ってい
ます。　（ただし、民有地
は除きます。）また、平成
14年4月より「飼い犬等のふ
ん害の防止に関する条例」
及び改正「ポイ捨て防止条
例」を施行し、公共の場所
での犬などのふんの放置に
対し罰則規定を設けるなど
の規制強化を図っていま

清掃対策
課

啓発看板の配布とともに、紙面等での啓発を実施。また、通報のあっ
た現場の調査等も行っている。

紙面啓発　17回
事業啓発　19回

紙面等による啓
発活動を随時実
施。

継続実施 目標通り実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

39
公園では、多様な生物が生
育・生息できる環境づくり
を進めます。

公園緑地
課

池：大野極楽寺公園、浅井山公園、萬葉公園、浅野公園、猿海道調整
池緑地など
小山：大野極楽寺公園、光明寺公園、梅ヶ枝公園、鉄道高架記念緑
道、萩原南緑地、奥町公園など
伝法寺中央公園、印田調整池でビオトープ整備を計画している。
大野極楽寺公園野鳥園では一宮平成ホタルの会と協働し環境を考える
機会としている。

継続実施 継続実施 継続実施 目標通り実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

39
既存の池や樹林地の保全･拡
充を図ります。

公園緑地
課

浅井山公園温故井池の水生植物による水質管理を実施している。
公園内の植物管理として樹木剪定、消毒等を実施している。

継続実施 継続実施 継続実施 目標通り実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り
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行政環境関連施策(第二節）

39

学校ビオトープのネット
ワークを形成します。児
童、生徒、保護者、地域住
民の協力を得て学校ビオ
トープ（トンボ池など）を
造ります。様々な場所で、
この地域の植生を活かした
森づくりを推進します。

学校教育
課

現在､小学校10校にトンボ池が設置され,その周辺は潤いある環境に整
備されつつある。
小学校42校の校地利用が学校によって異なるので、可能な学校
(1/3程度）での設置をめざしたい。

毎年２校程度の
トンボ池の増設
をめざす。

毎年２校程度の
トンボ池の増設
をめざす。

毎年２校程度の
トンボ池の増設
をめざす。

トンボ池その他
既設の池やその
周辺の環境の整
備

トンボ池その他
既設の池やその
周辺の環境の整
備

1校増設
2校で池の周辺の整
備

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

39

学校ビオトープのネット
ワークを形成します。児
童、生徒、保護者、地域住
民の協力を得て学校ビオ
トープ（トンボ池など）を
造ります。様々な場所で、
この地域の植生を活かした
森づくりを推進します。

施設管理
課

「赤とんぼフォーラムin一宮」で啓発している。
赤とんぼフォー
ラムin一宮を開
催

赤とんぼフォー
ラムin一宮を開
催

赤とんぼフォー
ラムin一宮を開
催

10月30日
赤とんぼフォーラム
in一宮を開催

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

39
公園の植物や、公園にやっ
てくる生物の説明看板を設
置します。

公園緑地
課

一部の公園で樹名板を設置している。また、大野極楽寺公園には野鳥
の説明版が設置してある。

継続実施 継続実施 継続実施 東畑公園
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

39

地域の環境について、分か
りやすく解説したパンフ
レット､ビデオの作成、専門
家による講演会、シンポジ
ウムの開催など積極的に取
り組みます。

環境保全
課

公害の現況、環境保全に関する現況・意識調査、ホームページの作成
平成17年度より樹木の大気浄化能力チェック調査を市内３小学校で開
催している。

環境問題講演会
　1回　100人

樹木の大気浄化
能力チェック調
査を市内３小学
校にて開催

継続実施 継続実施 継続実施

樹木の大気浄化能力
チェック調査を市内
３小学校にて開催
小学生60人参加

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

39

みどりづくりの研修・グ
リーンガイドの紹介パンフ
レットの配布や緑化・工作
教室を開催します。

公園緑地
課

緑化教室を開設している。 緑化教室
15回　400人

緑化教室
18回　440人

緑化教室
18回　480人

緑化教室
16回　592人

Ａ　計画
以上

Ｂ　予定通
り

39

平成14年10月にトンボから､
生態系や環境までを考える､
「赤トンボフォーラム」が
一宮市で開催されました
が、それを契機に始まった
全小学校プールのヤゴ救出
作戦を継続した事業にしま

施設管理
課

平成15年11月16日「赤とんぼフォーラム in 一宮」を開催した。
平成16年10月31日「赤とんぼフォーラム in 一宮」を開催した。
平成17年10月30日「赤とんぼフォーラム in 一宮」を開催した。

赤とんぼフォー
ラムin一宮を開
催

赤とんぼフォー
ラムin一宮を開
催

赤とんぼフォー
ラムin一宮を開
催

10月30日
赤とんぼフォーラム
in一宮を開催

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

39
川に住む魚たちや、川に
やってくる鳥たちとふれあ
える機会をつくります。

公園緑地
課

毎年6月にホタル観賞の夕べを実施している。
ホタル観賞の夕
べを開催

継続実施 継続実施

ホタル観賞の夕べを
開催
2日間
延べ600人

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

39
生物とのふれあいの場とし
て、学校で小動物を飼いま
す。

学校教育
課

全小学校で実施（鳥、ウサギ、魚の飼育） 全小学校で実施 全小学校で実施 全小学校で実施 全小学校で実施 全小学校で実施 全小学校で実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

41
尾張一宮駅・新一宮駅の周
辺には景観･防災を配慮した
緑化を推進します。

まちづく
り課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　

41
市街地の建物（ビル）屋上
の緑化を推進します。

公園緑地
課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　

41

市民に緑化への理解を促す
ため、行事開催時に花の苗
か苗木（市の木など）を希
望者に贈ります。

公園緑地
課

いちのみやリバーサイドフェスティバルで入学記念樹を配布してい
る。

入学記念樹を配
布（新1年生の
75％を目標とす
る。）

入学記念樹を配
布（新1年生の
75％を目標とす
る。）

入学記念樹を配
布（新1年生の
70％を目標とす
る。）

新1年生の62.7％に
配布

Ｃ　多少
下回る

Ｂ　予定通
り

41
学校の校庭に芝生を植える
など、学校内に緑を増やし
ていきます。

学校教育
課

校地の活用については、学校と教育総務課と連携して進めていく。

毎年、ふれあい
潤い空間づくり
で１校を目途に
進める。

毎年、ふれあい
潤い空間づくり
で１校を目途に
進める。

毎年、ふれあい
潤い空間づくり
で１校を目途に
進める。

毎年、ふれあい
潤い空間づくり
で１校を目途に
進める。

毎年、ふれあい
潤い空間づくり
で１校を目途に
進める。

1校で整備
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

41
市役所をはじめ、あらゆる
公共施設の緑化を推進しま
す。

公園緑地
課

花いっぱい運動として、幼稚園、保育園、小・中学校、花作り団体、
公的機関に花苗や球根を配布している。

事業統合
（高年福祉課よ
り）

286施設(高年福
祉課と事業統合
して）

290施設
286団体の施設に配
布

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

41
市役所をはじめ、あらゆる
公共施設の緑化を推進しま

高年福祉
課

花いっぱい運動として、高齢者団体に花苗等を配布している。
事業統合
（公園緑地課

公園緑地課へ事
業統合

   

41 どんぐり郵便局事業
公園緑地
課

小中学生を対象にどんぐりを持参してもらい、市で3年間1ｍ程に育て
てから公園や学校などに植えてもらう。現在育苗中。
平成16年度に一般市民に対象を拡大した。

対象を市在住者
に拡大
　100人

継続実施
100人

継続実施
100人

89名
Ｃ　多少
下回る

Ｂ　予定通
り
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行政環境関連施策(第二節）

41 みどりの少年団育成事業
公園緑地
課

学習・野外活動等の緑化活動を通じて人間性豊かな心情を育成する。

学習活動
17回
奉仕活動
4回
野外活動
2回
植樹祭参加
1回

学習活動
17回
奉仕活動
4回
野外活動
2回
植樹祭参加
1回

学習活動
17回
奉仕活動
3回
野外活動
1回

学習活動
17回
奉仕活動
4回
野外活動
1回

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

41
人には緑の回廊、車には緑
の壁を視座に進めます。

公園緑地
課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　 　

41

道路の種類と状況（街路、
生活道、主要幹線道路）に
より、草花、樹木を使い分
けて、道路わきに植え込
み、並木（大、中形木）な
どを配慮し、また、傍道緑
化を進めることで、緑あふ
れる街区の実現をめざしま

公園緑地
課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　

42

中心市街地は、都市の玄関
口となる地区であり、また
公共施設なども多く立地
し、多くの市民が集う場所
です。良好な景観づくり、
憩いの場、騒音、大気汚染
などに対する環境浄化、火
災の延焼遮断に資する、市
民の誇りとなる緑の環境づ

公園緑地
課

一宮駅周辺約560haを緑化重点地区として定め、駅前広場、シンボル
ロード、神山緑道、梅ヶ枝公園、鉄道高架記念緑道等の緑化を図っ
た。

神山緑道　77m
鉄道高架記念緑
道
360ｍ

鉄道高架記念緑道
360ｍ

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

42

グリーンバンク（緑の仲
人）制度の実施。不要と
なった木々を登録し、希望
者に仲介し身近な緑化を促

公園緑地
課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　 　

42

工事などの不要土を活用し
た起伏のある地形を造成
し、緑の中に昆虫や鳥が住
めるような、ふるさとの木
による市民の森づくりを推

公園緑地
課

市民参加の森づくり植樹祭（市と寄付による事業）
平成14年度：小学生と地元町内会　800名
平成15年度：小学生と地元町内会　480名
平成16年度：一宮市光明寺最終処分場竣工記念植樹祭　800名

一宮市光明寺最
終処分場
竣工記念植樹祭
800名

植樹祭　800名 継続実施
合併記念植樹祭
鉄道高架記念緑道
800名

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

42

長期計画で市の主要施設、
駅、社寺、池、河川を結ぶ"
緑の回廊"を設けることを、
今後の夢とし、その実現を
めざします。

公園緑地
課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　 　

43
市内の河川に住む魚や水生
生物、付近の植物の絵つき
説明板を展示します。

治水課
国･県等が実施する親水性護岸工事の際に、説明板の設置を要望す
る。

継続実施 継続実施 継続実施

国営農地防災事
業（大江排水路
改修）親水護岸
工事　　森本・
丹羽地内での実
施を要望する。

水辺の緑の回廊事業
（領内川護岸植栽工
事・上祖父江地内）
にて実施

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

43
公園の植物や、そこにやっ
てくる鳥などの生物の説明
の看板を設置します。

公園緑地
課

一部の公園で樹名板を設置している。また、大野極楽寺公園には野鳥
の説明版が設置してある。

順次実施 継続実施 継続実施 東畑公園
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

43

一宮市の昆虫のパンフレッ
トを作り配布するなど、一
宮の自然環境の現状と保全
のＰＲを行います。

環境保全
課

該当事業なし 　 　 　 　 　

43

地域の自然をもっと知ろ
う。自然の中でまず川を取
り上げ、自分たちの周りを
流れる川をもっと身近に感
じ、関心を持ってもらう取
り組みを検討します。

環境保全
課

小学生とその親を対象に水生生物調査（木曽川探検隊）を隔年で実施
する。

水生生物調査
年1回実施

継続実施 隔年で実施 隔年で実施 隔年で実施

木曽川南派川（北方
町地内）において水
生生物調査を実施。
7月21日9組25名参加

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

43

地域の自然をもっと知ろ
う。自然の中でまず川を取
り上げ、自分たちの周りを
流れる川をもっと身近に感
じ、関心を持ってもらう取
り組みを検討します。

公園緑地
課

該当事業なし 　 　 　 　 　 　 　
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行政環境関連施策(第二節）

44

都市景観条例による良好な
都市景観形成を目的に組織
された景観団体に対し、技
術的援助や活動、運営の支
援を行います。

まちづく
り課

該当事業なし 　 　 　 　 　

44
市内中心部にある電線の地
中化区域の拡大を図りま
す。

道路課
平成18年度より計画
他市に比べて整備が立ち遅れている。
電線管理者等の調整が課題である。

計画なし 計画なし
県道名古屋岐阜
線　Ｌ＝430ｍ

県道名古屋岐阜
線　Ｌ＝430ｍ
市道栄線
Ｌ＝300ｍ

市道奥末広線
　Ｌ＝600ｍ 計画なし

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

44
愛知県屋外広告物条例の遵
守を呼びかけます。

公園緑地
課

毎年9月の広報に屋外広告物に関する啓発記事を掲載している。
県条例に基づき屋外広告物の審査を行い、簡易違反広告物の除去を行

許可　600件 継続実施 継続実施 許可325件
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

45
花壇コンクールを実施しま
す。

公園緑地
課

花壇コンクールを実施します。
私たちの庭の会を支援し、公園の花壇を「地域住民の庭」として管理
する。

コンクール応募
70点
会管理所数
８ケ所

コンクール応募
70点
会管理所数
９ケ所

継続実施

コンクール応募
62点
会管理所数
9ケ所

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

45

パトロールで不法投棄（粗
大ごみ・放置自転車など）
や放置自動車をなくしま
す。

維持課

平成14年度より、警察、県一宮建設事務所及び市関係各課により「不
法投棄対策連絡会」を設立し合同パトロールを実施している。
高速道路沿いや田畑の間の道路等、人目のない地域が市内に多いた
め、不法投棄の根絶にはいたっていない。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 パトロール実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

45

パトロールで不法投棄（粗
大ごみ・放置自転車など）
や放置自動車をなくしま
す。

清掃対策
課

平成14年度より、警察、県一宮建設事務所及び市関係各課により「不
法投棄対策連絡会」を設立し合同パトロールを実施している。
夜間パトロールや郵便局との提携による通報制度により､不法投棄の
防止に努めている。

継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 目標通り実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

45
パトロールで不法投棄（粗
大ごみ・放置自転車など）
や放置自動車をなくしま

地域ふれ
あい課

一宮駅周辺の自転車放置禁止区域に自転車を放置しようとする人に駐
輪場を利用するよう指導し、また放置自転車の撤去を行っている。

継続実施 継続実施 継続実施
継続実施し効果的な
放置自転車対策がで
きた。

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

45
ごみ、タバコ、空き缶など
のポイ捨て禁止、罰金、罰
則を強化します。

清掃対策
課

平成14年4月より「空き缶等ごみ散乱防止条例」を改正し､旧市地域を
重点地域と定め､罰則規定を設ける。
また、看板やのぼり旗による啓発を実施し、10月の一宮市環境月間を
中心に啓発を進めている。

紙面啓発　17回
事業啓発　19回

紙面等による啓
発活動を随時実
施

継続実施 目標通り実施
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

47

一宮に残る自然や歴史・文
化遺産など、貴重な環境観
光資源をより多くの方に
知ってもらうため、ボラン
ティアでガイドを募り、市
内外の人たちが、それらを
知る機会を作ります。

博物館

文化財解説ボランティア養成講座を開催、平成12・13年度で第一期
生、平成14・15年度で第二期生、平成16・17年度で第三期生が修了し
た。
平成18・19年度で第四期生の養成を行う。

20名募集
6回実施

継続実施
７回開催予定

継続実施
15名募集
6回開催予定

第1回　11名参加
第2回　11名参加
第3回　13名参加
第4回　13名参加
第5回　 8名参加
第6回　11名参加
第7回　 8名参加

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

47

集客力のある観光資源に力
を入れます。七夕まつりを
はじめとした行事がもっと
活気づくようにします。

経済振興
課

七夕まつりの実施主体である一宮七夕まつり協進会に対し分担金を交
付して支援している。

継続実施 継続実施 4,400万円を補助
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

47

既存の歴史・観光マップに
環境を加えて作成します。
一宮市の名所を地図に落と
し、歴史・文化遺産や自然
などを市内外の人にアピー

博物館 該当事業なし 　 　 　 　 　

48

博物館に収蔵している考
古・民俗・歴史・美術工芸
などの約4万5千件ある各分
野の資料については、博物
館収蔵品の管理システムを
構築し、データベース化し

博物館

博物館に収蔵している考古・民俗・歴史・美術工芸等の各分野の資料
については、博物館収蔵品管理システムを構築し、データベース化を
行い、そのうち1,200件を学習室で来館者用システムとして公開し
た。（平成1７年３月３１日現在44,240件）

継続実施 継続実施 継続実施

平成18年3月31日現
在
45,719件
（前年より1,479件
増加）

Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り

48

文化財保護法、愛知県文化
財保護条例、一宮市文化財
保護条例により指定した文
化財、いわゆる指定文化財
が302件あり、これらについ
ては保護活動（保存修理・
維持管理事業など）に補助
金を交付し、活動に対する
助成を行います。

博物館
指定文化財所有者、管理者からの申請に基づき、補助金を交付してい
る。

13件
24件
合併に伴い増加

25件 29件
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り
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行政環境関連施策(第二節）

48

指定文化財以外の民俗芸能
の保護・保存・後継者育成
については、「民俗芸能伝
承保存事業補助金」を交付
し、その活動に対する助成
を行います。

博物館 民俗芸能伝承保存団体からの申請に基づき、補助金を交付している。 6件 ７件
合併に伴い増加

7件 7件
Ｂ　計画
通り

Ｂ　予定通
り
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